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0.04/ 0_05/鶴 0.“f
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〔・ 緩  |

方向  |
1本・141雨 |

|≒ 手: |

振り500'111の 場合:ま筆線

をベッドすべ峰薔 よに真蘭

に張■,二 れを真 11か ら観

測できるようi鞭 鑢

を電三置ヒ〔 (た とえiffLr電

台 :iだ ,そ の t移動距醸 1～

:lお :〕 る灘薇額徴雄の議み

の最大革を測 |こ 1れとする

モa l14)(

振り500木灘の場合は, テ

ストパーをセンダ闘に取 :l

付:す,往復台上l_t鯉 した
テストインデケータをこゴ1

1■ i≒てて往復台を群動きで

テストインガケータの読み

の最大差を経筵饉とする

(Sit

センタ間の距雛

1輔以下の場合

Ⅲ ll蜘 ll a裁

モンタ隧の艤

lⅨЮをこえ2000

以下の場合

臨

IQ錫 !暉
センダ間の躍離

鸞
をこえる場

ぼ雛|。瀬
ただし,任意の
2000で

m21o証 10潮

肇瘍貧蘇

注 (1)ベ ッドの機方iflと は,そ の■■方
`1を

いヽヽ、これに直角の方綸1を 横方向という。

12)精密水準器は、べしドわ::l奥 oll撻においで水平を保ち,中央より柱爾 tt軸台)ま たIま右機 (0押台の側)の位置においては,
そオ1ぞれぞIド学また1よ上下りの鍾籍をしてはならない。

(3)鏑線の取りfiけ位議は,必ずttt鋪ⅢⅢ線 :こ なくてもよい。
(41 鋼線は,そ の測定の両端におl・ る測微鶴離賦鏡の誘みが 漱するように調整する。           ・′
1ユ , テストパーは、その測定の間端におけるテストインジ,― 夕の読みが・́‐致するように調整する。

注 播弧内許容饉は,   社内規格です。
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検査事項 測 定  方 法 測 t方 法 図

許 容 饉

濯J定 値
500

111(
５００ほ脚麻

1000
をこえ
2000
じ1‐下

2 ′ベッドi′ りヾ

画の平行度

往復台 L工定識したテスト

インデケータを勉の十べり

画 《ととえ;ぶ響 奮すべ等

薔i:こ島てて猛篠音の全移

動轟暉轟薦:二 お1■ろテストイ

ンデケータの読みの最大難

を濃定饉とする。

0彗 0齢

3 主議の振れ 上議鑢
‐
l板・チヤザクなど

の窯付部にテストインジケ

ータを当でて,薫軸回転中

の読みの最大差を測定饉と

する。
0.01

10.005,

0.02 0.02 Э.〇 〇避

主轄穴の振れ 主軸穴にテストパーを1まめ

その日元および先端にテス

トインジケータを襄てて、

主軸藤 中のテストインデ

■―夕の読みの最大差を測

定饉とする,

テストパー藝えで

は 1ょ oj
i

34Xlの位置で
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`幸 碧

参ゃ暴◎

主軸11

′心譲と

往復舎

の緩方

F●Iの運

動との

平行麓

a.重

直面内

で

主軸六 11テ ストパーをはめ

性復台上に電置したテスト

インジケータをこれ:1当 て

て住優台を移動きせ,テ ス

トインデケータ分読みの最

大基を測定饉とする

1611

い 1い 21れ
“

テストパーは先下りして

はならない。

3004■ついて
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1観
テス トバー :よ向こう′ヽ饉

年ヽて:まならな■。
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ち、水

平薦内

で

6 主軸中心織と

工暴送り台の

鍵方白0菫議
との平行政

て垂直面lAlで )

主軸穴 (■テストパーを:まめ

r_奥送り書上 :二定機 したテ

ストインデケータをこれに

当てで il具送り台を移欝き

せ,テ ストインデケータの

議みの最大農を灘定饉とす

る (° )(7_)。

1鶴
`こ

ついて

蘭

1曖 1辮

鰺
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ｉ

ｌ
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幸摯

注 (6)この測定において,テストパーを主軸に取り付けたまま回転し,その全長にわたり測定方向におけるテストインデケータの
読みが,その振れのほぼ中央饉を示す回転位置を求め,こ れを基準として測定を行なう。

(7, 水平醸内において,テ ストバーの目元および先端におけるテストインジケータの読みがl■ぼ等しくなるよう:=工異送り台を

開整する。

饉
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号

検 査 事項 測 定 方 法 :螂 定 ガ 法 図

許 容 壼

測定値

軒 顧磯 の
ベ ッ ド Lの 振 り

総0

,1ド な・０００鰤

をこえ
2000
は下

主機フランジ

端画の振れ

主輔フランジ場面の外菫の

鷲く:こテストインジケータ

を当てて,主機回転中のF
ストインプケータの読みの

最大差を求める。

つぎにテストインデケータ

を主軸に対し反対礎:二移し

て同様め藩定を行ない,議

みの最大麦の大きい方を測

定値とする。

0.015

`0.摯

腱ン

C.02 0^02 》苺◎09

センタの緩れ 主機六また,よ ブッシュ六ほ

センタをはめ,trン タの円

すい面に直角にテストイン

ジケータを当てて,主織感

転中のテストインジケータ

の講みの最大塞む測定値と

する。この事項は,主軸曝

センタおよび心押難::'そ ■

夕について行 /4・ うC

0.015

(0.0彗

0.02 0.03 ♂
“′“

◎◎◎

9 往復台

の縫方

向の理

菫購と′壼

押韓中

心線と

の平行

度

a・1姜
菫麟内

で

往復台_Lにテストインブケ

ータを定議して緩復音を移

動きせ、心押軸を,Iき 入れ

た場合と押し出した場合:ニ

おいて,む押軸の先端:こ当で

たテストインジケータの議

みの養を灘蔵値とする

(8)。

1簿について

:  l
Q彰
1住 "1襲 “

心押鶴 tま先下りしては

ならない] ´

150に ,́ヽ て`

触

Ⅲ

51品 5

心押機生ま向こうへ極い

てはならない」

.舎 攀V

0

b.本

平面内

往復台

の縦方

向の運

動と心

押議穴

の中′●

線との

平行農

ユ.垂

直面内

で

心押織穴にテストパーを:よ

め,往復脅上 ;二定置したテ

ストインジケータをこれに

当てで往褒音を移動させ,

テストインジケータ0読み
の最大差を測定鷲とする。

幡

|ド 1剛
テストメーiま先下りし

てはならない。

30oに ついて

∴ 21醐
1鄭

テストパー:ま向こうヘ

傾いて:まならな 1ヽ.

}_0◇ 拿

D、 O苺
~理

b.水

平面内

で

注 (3)測定の際は,′む押台および心押蟻ほ=そ れぞれlllく 締める.
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番

号

検 査 事 項 測 定 方 減t 測 定 方 法 図

許  容  饉

測定饉

の
り盤確

能
上ド

通

ソ

薔
ベ

500

以下

500
をこえ
1000
以 下

1000
をこえ
2000
む1下

主織台と心押

台との爾心の

高さの蓑

主軸および岬́ 軸閥liセ ン

タでテスト′ヾ―をささえ,

往書台上に取りlNl:す たテス

トインデケータをこれに当

てて,テ ス トパーの麗端に

I・・けるテス トイレジケータ

機 みの議を測定値とする

(8)(9)。

颯

1臨 1曲
を押台鋒が低くて;よ

ならな年ヽ。

》事のも姦

渋  .
D魯 0◇ 艦

横送り台の運

動と主軸中心

線との直角度

主軸l=面薇またはL● lし 薇を

取り付 l-2,機送り台にテス

トインジケータを取り付け

主軸中心線を合む水平面内

に■2・いて,中心から一定距

離
`二

おけるテス トインジケ

ータの読みと,面板または

l・
jじ板を 130度回し,横送
り台を移動させて,最初ほ

テストインデケータを当て

た点と同一点におけるテス

トインデケータの読みとの

差を測定饉とする。

∵
21榔
1品

横送 り台が自こうヘ

移動するとき,主警 =
台より違ざかっては

ならない。

③oOD

説濠■●

雌錢織

愛中心

爆と往

腹台す

べり面

との平

行度

“
.垂

直面内

で

ベッドのすべり議を基準と

してテストインジケータを

親なじの議端部の外用に当

で= L下方向ま
た1=前後方

r●3のすべり面からの距議の

差を灘壼饉とする.

|.10

0.10

0:2 0.襲
み
》 鸞彎

巻8◎ 夕

bi水
手面内

で

0.12 0.15

注 (ま)灘定の際は,′む押脅および心押軸は,そ れぞれ固く締め′る。

.(9)測定の際は,テ ストパニ:ま測定の7」‐角1こおいて,セ ンタのrinれの中央遮を示す位置できさえる。
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検査 事項 測 定 方 法 測 定 方 法 図

許  容  値

測 定 饉
業炉ド雹′;振

`ち500

以下
翻織躙磨

1000
をこえ
2000
以下

饒ねじ

電端薇

受中心

簾と半

艶リナ

ット中

心線と

の片苺

り級

a.垂

直画内

で

親ねじの中心議で半割リナ

ットをかみ合わせベァドす

●η華を基準として:テス

トインブケーターを義ねじの

開端と中央部の外篤に当て

上下方向または前後方向の

すべり面からの践難の最大

羞を灘定饉とする。

0.20 0.25 ◎摯◎鵡

9.⑬ 2

b_承
平画内

で
0.15

親ねじ軸方向

の動き

親ねじの末端センタ穴に鋼

球を入れ,そ の鐵球にテス

トインジケータを当てて親

ねじに半ellリ ナットをかみ

合わせ,往復台を左および

なに移鏑|せて,そ れぞれ

の場合における規ねじの回

転申の識みの最大塞のうち

大きい方を測定値とする。

0.01

(0.005

0." 0.03 )。 ◎Φ遼

親ねじrrDピγ

チ

遷ねじに半割リナットをか

み合わせて自転させたとき

その回転により往復台の移

動すべき距離と実際に移動

した距離との差を,一定の

長きの端度器とテストイン

ジケータで少なくとも議ね

じの中央および両端の 3箇

所で測定する,ただし,機
械に取り付ける前に,この

標定方法と同等以上の方法

で親ねじを測定したときは

この灘定を省略することが

できる。

300について

∵卜“トギ

備 考  最大基とは,指定された測定方法によって書られた最大値と最小値との差をいう。    ・.


